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阿

弥

陀

経

に

お

け

る

称

名

思

想

と
い
う

「
衆
生
の
称
名
」
だ
け
が

「称
名
思
想
」
で
は
な
く
、
シ
ナ
訳
及
び
梵
文

『
無
量
寿
経
』
に
首
尾

一
貫
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
〔釈
迦

・
〕
諸
仏

が
阿
弥
陀
仏
の
名
号

(ア
ミ
タ
ー
バ

(無
量
光
)
ま
た
は
ア
ミ
タ
ー
ユ
ス

(無
量
寿
)

と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
名
前
)
を
ほ
め
て
説
く

(称
讃
す
る
、
讃
歎
す

る
)
」
と
い
う

「諸
仏
の
称
名
」
も

「称
名
思
想
」
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
思
想
内
容
を
異
に
す
る
、

こ
れ
ら
二
種
の
称
名
思
想
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る

「
称
名
思
想
」
が
成
り

立

っ
て
い
る
と
見
る
観
点
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立

っ
て
、
般
若
経
、
特
に
大
品
系
般
若
経
を
見
て
み
る
と
、

ほ
め
て
説
く
対
象
は
無
量
寿
経
と
は
違
う
が
、

「諸
仏
の
称
名
」

が
明
瞭
な
か
た
ち

で打
ち
出
さ
れ
て
いる。
そ
れ
に
つ
い
て
は、
既
に別
稿
で報
告
0　

が
、
こ
の
大

品
系
般
若
経
及
び
無
量
寿
経
に
お
け
る

「諸
仏
の
称
名
」
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
経
を

見
直
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に

「諸
仏
の
称
名
」
の
姿
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
無
量
寿
経
と
大
品
系
般
若
経
に
見
出
さ
れ
る

「諸
仏
の
称

一

は
じ
め
に

シ
ナ
訳

『阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
称
名
思
想
は
、

従
来
、

「
執
持
名
号
」
と
い
う

文
を
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
て
と
赳
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
別

の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

ま

っ
た
く
別
の
観
点
と
い
う
の
は
、
既
に
い
く
つ
か
の
拙
論
で
明
ら
か
に
し
て
き

(
2
)

だ
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る

「称
名
思
想
」
は
、

『観
無
量
寿
経
』
に
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「衆
生

〔
た
ち
〕
が
南
無

〔阿
弥
陀
〕
仏
と
仏
名
を
称
す
る
」

阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

目

　　

次

は
じ
め
に

一
.
「諸
仏
の
称
名
」
に
つ
い
て

二
、
阿
弥
陀
経
に
つ
い
て

三
、
阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

お
わ
り
に



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
六
号

名
」
の
思
想
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
経
に
お
け
る

「
称
名
思
想
」
を
取
り
出
し
、
明
ら

か
に
し
て
み
た

い
。

な
お
、

本
稿
に
お
い
て
、

阿
弥
陀
経
と
い
う
の
は
、

鳩
摩
羅
什
に
よ
る
シ
ナ
訳

『阿
弥
陀
経
』
と
M
・
ミ
ご
フ
ー
校
訂
本

・
梵
文

『阿
弥
陀
経
』
(71
g
S
lxaa
x　

s
a
M
M
rjQ
a
a)
を
意
味
し
、
区
別
の
必
要
な
場
合
に
は
、
シ
ナ
訳
、
梵
文
と
呼

ぶ
。
ま
た
無
量
寿
経
と
い
う
場
合
も
、

シ
ナ
訳

『
無
量
寿
経
』
と
足
利
校
訂
本

・

梵
文

『
無
量
寿
経
』
(7
7xg
　

f
gg
g

　

s
a
M
M
xjQ
a
Q

本
稿
で
ti　

s
xxM
aM
a
　

ya
a
と
あ
ら
わ
す
)
を
意
味
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
シ
ナ
訳
、
梵
文
と
区
別
し
、

他
の
シ
ナ
異
訳
本
を
参
照
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
異
訳
本
の
経
題
を
示
す
こ
と
と
す

る
。
般
若
経
の
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
大
品
系
般
若
経
と
小
品
系
般
若
経
を
総
称
し

て
般
若
経
と
あ
ら
わ
し
、
個
々
の

『般
若
経
』
は
そ
の
経
題
を
あ
げ

て
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
梵
文
の
大
品
系
般
若
経
と
し
て
は
、
N

・
ダ
″
卜

(x
・

D
Utt5
校
訂
本
・
『二
万
五
千
頌
般
若
経
』
q
s
a
zzj0
4
a
t　
q
a

　

a
j
jO
a　

a
l
だ
)
と
E
・
コ
ン
ゼ
(M
・
n
oR
Q)
校
訂
本
・
『
一
万
八
千
頌
般
若
経
』
(鳶
聡
・

a
jd
a
zy
zia

　

F
x　j
iO
M
7771a
)
を
依
用
し
、
小
品
系
般
若
経
は
(
リ
バ
ド
ラ

IH
aribhadraj
の
『八
千
頌
般
若
釈
』
IF
rO
iO
ar　
a
g
a
9

所
収
の
荻
原

校
訂
本
・
『八
千
頌
般
若
経

9
11M
a
　
zM

jy
zXi
O
ar　

a
』
を
依
用
す
る
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
悲
華
経
の
梵
文

(、。9
ミ
母
尼
心弓
ぶ
Q)
は
、
山
田
一
止
校
訂

本
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

註

(
1
)

　

例
え
ば
、
元
照

『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
(『大
正
蔵
』
三
十
七
巻
、
三
六

一
頁
、
下
段
)、

二

善
導

『
往
生
礼
讃
偶
』
(『大
正
蔵
』
四
十
七
巻
、
四
四
七
頁
、

下
段
)、

源
空

『
黒

谷
上
人
語
灯
録
』
(『
漢
語
灯
』
)
巻
第
三

(『大
正
蔵
』
八
十
三
巻
、

一
二
八
頁
、
中

段
)
な
ど
。

(
2
)

　

拙
論

「称
名
思
想
の
概
念
枠
に
つ
い
て
」
(『真
宗
研
究
』
第
二
十
七
輯
所
収
)、
「梵

文
『無
量
寿
経
』
に
お
け
る
諸
仏
と
衆
生
の
呼
応
I
特
に
称
名
と
聞
名
に
関
し
て
I
」

(上
)、
(中
)、
(下
)
(『
同
朋
仏
教
』
第
五
、
六

・
七
合
併
、
八
号
所
収
)、
「『無
量

寿
経
に
お
け
る
称
名
思
想
』
(『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
四
四
号
所
収
)
な
ど
。

(
3
)

　

拙
論

「般
若
経
に
お
け
る
称
名
思
想
I
「諸
仏
の
称
名
」
に
つ
い
て
I
」
(名
古
屋
大

学
印
度
学
仏
教
学
研
究
会
『l
l
g
al
』
第
六
号
所
収
)、
「般
若
経
に
お
け
る
称
名

思
想
I
「衆
生
の
称
名
」
に
つ
い
て
I
」
(『同
朋
仏
教
』
第
十
八
号
所
収
)。
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「4
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剛
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(『冰
片
曽
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翁
陥
砥
部

・
澗
聊
阿
部
』
源
灯
)
「
h
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u
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q
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(世
尊
よ
、

た
と
い
わ
た
く
し
が
さ
と
り
を
得
た
と
し
て
も
、
も
し
も
無
量
の

一

　

「諸
仏
の
称
名
」
に
つ
い
て

無
量
寿
経
に
お
け
る

「諸
仏
の
称
名
」
は
、
本
願
文
の
上
で
は
、
梵
文
も
シ
ナ
訳

も
同
じ
く
第
十
七
願
文
に
、
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。



設
我
得
r
仏
、

十
方
世
界
無
量
諸
仏
、

不
7
悉
れ
二
・
嵯
三
・
称
占
我
名
‘者
、

不
レ

取
’‘正
覚
　

0

H
麗
本
に
は

「諮
」
と
あ
る
が
、
流
布
本
に
従
う
。

-
『無
量
寿経』
巻
上-

仏
国
土
に
お
け
る
無
駄

・
無
数
の
諸
仏

・
世
尊
た
ち
が
、
〔わ
た
く
し
の
〕
名
号
を

称
讃
せ
ず
、
讃
歎
を
説
か
ず
、
讃
辞
を
宣
揚
せ
ず
、
高
揚
し
な
い
よ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
間
は
、
わ
た
く
し
は
無
上
な
る
正
等
覚
を
さ
と
り
ま
せ
ん
。)
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(ま
た
、
実
に
、

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、

十
方
の
各
々
の
方
角
に
あ
る
ガ
ン
ジ
ス
河
の

砂

〔
の
数
〕
に
等
し
い

〔
ほ
ど
数
多
く
の
〕
仏
国
土
に
お
い
て
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂

〔
の
数
〕
に
等
し
い

　

〔
ほ
ど
の
数
多
く
の
〕
諸
仏

・
世
尊
た
ち
は
、

か
の
世
尊
ア
ミ

タ
ー
。(
如
来
の
名
号
を
称
讃
し
、
讃
歎
を
説
き
、
名
声
を
説
き
明
か
し
、
功
徳
を
称

揚
す
る
。

そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。

お
よ
そ
い
か
な
る
衆
生
た
ち
で
あ

っ
て
も
、
か
の
世
尊
ア
ミ
ク
ー
バ
如
来
の
名
号

を
聞
き
、
聞
き
お
わ
っ
て
、
た
と
い

一
念

〔と
い
う
わ
ず
か
な
時
間
、

一
た
び
の
心
〕

の
生
起
で
も
、

浄
信
に
と
も
な
わ
れ
た
深
い
志
向
を
も

っ
て
、

〔極
楽
浄
土
に
生
れ

た
い
と
い
う
〕
心
を
生
起
す
る
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
す
べ
て
、
無
上
な
る
正
等
覚
〔
に

向

っ
て
〕
の
不
退
転
の
状
態
に
安
住
す
る
か
ら
で
あ
る
。)

こ
こ
で
は
、
否
定
表
現
で
あ
る
が
、
「諸
仏
の
称
名
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
諸
仏
は
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
ほ
め
て
説
く
の
で
あ
る
か
と
い

え
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
十
七

・
十
八
願
成
就
文
と
呼
ば
れ
て
い
る
個
所
を
見

て
み
る
と
、

と
あ

っ
て
、
明
快
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
諸
仏
が
ほ
め
て
説
く
阿
弥
陀
仏
の
名
号

(諸
仏
の
称
名
)
を
、
衆
生
た
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阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

十
方
恒
沙
諸
仏
如
来
、
皆
共
讃
二歎
無
量
寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
　

0

諸
有
衆
生
、
聞
二其
名
号
丿
信
心
歓
喜
、
乃
至

一
念
、
至
心
廻
向
、
願
レ
生
‘一彼
国
{

即
得
‘一往
生
丿
住
‘一不
退
転
　0
唯
除
三
五
逆
誹
‘一助
正
法
　

0

-
『無
量寿
経』
巻
下
-



H
麗
本
に
は

「我
等
」
と
あ
る
が
。
宋

・
元
、
明
の
三
本
に
は

「等
」
は
な
い
。
三
本

に
従
う
。

口
元
本
、
明
本
に
は

「諸
仏
土
」
は
な
い
。

(
4
)

-
『大乗悲分
陀利経』巻第
三I

諸
仏

・
世
尊
た
ち
は
、
か
の
世
尊
ア
ミ
タ
ー
バ
如
来
の
名
号
を
称
讃
し
、
讃
歎
を

説
き
、
名
声
を
説
き
明
か
し
、
功
徳
を
称
揚
す
る
。

令
知
得
レ成
r仏
時
、
余
無
量
・
阿
僧
祇
仏
土
匹
仏
土
諸
仏
・
世
尊
称
誉
讃
歎
「

同
悲
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
六
号

ち
が
聞
い
て

(衆
生
の
聞
名
)、
不
退
転
に
住
す
る
。(聞
名
不
退
)
か
ら
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

「諸
仏
の
称
名
」
は
、
「
衆
生
の
聞
名
」
と
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
梵

文
で
は

「
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
」
と
い
う
文
を
中
に
置
い
て
、
そ
れ
を
あ
ら
わ
し

て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
諸
仏
の
称
名
」
で
あ
る
が
、
こ
の
第
十
七

・
十
八
願
成
就
文

で
は
、
梵
文
に
お
い
て
は
、

四
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)

(わ
た
く
し
が
さ
と
り
を
得
た
と
き
に
、
無
量

・
無
数
の
他
の
仏
国
土
に
お
け

る
諸
仏

・
世
尊
た
ち
は

〔わ
た
く
し
の
〕
讃
歎
を
説
く
こ
と
を
し
、

〔わ
た
く
し

を
讃
歎
す
る
〕
音
声
を
宣
べ
、
名
声
を
称
揚
し
て
く
れ
る
よ
う
に
。)

と
あ

っ
て
、
ま
さ
し
く

「諸
仏
の
称
名
」
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
シ
ナ
訳
で

は
、

使
某
作
仏
時
、
令
三
我
名
字
皆
聞
二
八
方
上
下
無
央
数
仏
国
　0
皆
令
T
諸
仏
各
於
二
比

丘
僧
大
坐
中
‘説
中
我
功
徳

・
国
土
之
善
心

諸
天
人
民
蝸
飛
嬬
動
之
類
、

聞
二我
名

字
丿
莫
7
不
二慈
心
歓
喜
踊
躍
‘者
心
皆
令
レ
来
二生
我
国
　0
得
二是
願
丿
乃
作
仏
。
不
レ

得
二是
願
丿
終
不
二作
仏
　

0

1
『阿弥
陀
三
耶
三仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
』
巻
上-

ご8
　h
ip
r
a
p
t
a
s
y
a

　

c
a

　

m
am
ap
ra
m
ey
egv

　

a
sa
m
k
h
y
e
y
e
Sv

　

a
n
y
e
g
u

　

b
u
d
d
h
a
k
S
e
t
r
e
S
u

と
、
直
接
名
号
を
称
讃
す
る

「諸
仏
の
称
名
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
表
現
は
い
く
つ
か
あ

っ
て
、
例
え
ば
無
量
寿
経
の
第
十
七
願
文
に
相
応
す
る

と
見
ら
れ
て
い
る
悲
華
経
の
願
文
で
は
、

と
あ
り
、
「諸
仏
0
称
讃
」
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
「諸
仏
の
称
名
」
で
は
な
く
、

或
い
は
初
期
無
量
寿
経
の

『
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
倭
仏
檀
過
度
人
道
経
』
、

す
な
わ

ち

『
大
阿
弥
陀
経
』
第
四
願
に
は
、

十
方
恒
沙
諸
仏
如
来
、
皆
共
讃
歎
無
量
寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
。



我
作
仏
時
、
令
‘・我
名
聞
二八
方
上
下
無
数
仏
国
　0
諸
仏
各
於
‘・弟
子
衆
中
’歎
二我

功
徳
・国
土
之
誤品
諸
天
人
民
嬬
動
之
類
、
聞
二我
名
字
N
n悉
踊
躍
、
来
二生
我

国
　0
不
レ
爾
者
、
我
不
二作
仏
　

0

-
『無
量清浄
平
等覚
経』
巻第
一-
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1
5
0
)

(東
方
の
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂

〔
の
数
〕
の
ご
と
き

〔
ほ
ど
の
数
多
く
の
〕
世
界

に
お
け
る
諸
仏

・
世
尊
た
ち
は

(b
u
d
d
h
a

 

b
h
a
g
a
v
a
n
to
y

 

4
の
無
上
な
る
正
等

覚
を
さ
と
っ
た
者
の
讃
歎
を
説
き

(g
「I
∃

g
溜
自
g
」、

〔称
讃
の
〕
音
声
を

上
げ

(g
ol
ヨ
乱
1
1
a
)、
名
声
を
説
き
明
か
し
て
い
る

lyaiab

 

p
r
a
k
a
 

i
a
y
a
n
t
i)
。

「
某
世
界
領
域
に
お
け
る
某
菩
薩

・
大
士
は
大
乗
に
到
達
し
て
、

か
の
一
切
種

智
が
得
ら
れ
、

一
切
種
智
を
得
て
か
ら
、
法
輪
が
転
ぜ
ら
れ
た
。」
〔
と
〕
。
)

と
あ
り
、
更
に
ま
た
、
同
じ
く
初
期
無
量
寿
経
の

『無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
第
十
七

願
に
は
、

と
あ
り
、
「
諸
仏
…
…
説
我
功
徳

・
国
土
之
善
」
ま
た
は
「
諸
仏
…
…
歎
我
功
徳

・
国

土
之
善
」
と
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
て
、
諸
仏
が
功
徳
と
国
土
の
善
を
ほ
め
て
説
く

「諸

仏
の
称
讃
」
は
見
出
さ
れ
る
が
、
名
号

(初
期
無
量
寿
経
で
は
名
字
と
訳
さ
れ
て
い

る
)
を
ほ
め
て
説
く

「諸
仏
の
称
名
」
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
無
量
寿
経
第
十
七
願
の

「諸
仏
の
称
名
」
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ

て
い
る
シ
ナ
訳

『無
量
寿
経
』
第
十
七
願
成
就
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
悲
華
経
や
初

期
無
量
寿
経
の
願
文
で
は
、
「諸
仏
の
称
名
」
で
は
な
く
、
「諸
仏
の
称
讃
」
で
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
体
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
答
え
て
く
れ
る
の
は
大
品
系
般
若
経
に
見
出
さ
れ
る
、
い
く
つ
か
の

文
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
を
あ
げ
て
み
る
と
、

ta
sy
i
n
u
tta
riim

 

sa
m
y
a
k
sa
m
b
o
d
h
im

 

a
b
h
isa
m
b
u
d
d
h
a
sy
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p
a
rvasy
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(ia4
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adivaluk
opam
egu

 

l
o
k
a
d
h
a
t
u
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b
u
d
d
h
a

 

b
h
a
g
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v
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n
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o

 

vargam

 

b
h
a
 

阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

と
あ
る
。

こ
の
文
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
梵
文
の
第
十
七
願
成
就
文
と
よ
く
似
た
表
現
と
用

語
で
、
先
づ

「諸
仏
の
称
讃
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が

(た
だ
し
、
こ
こ
に
一
例

と
し
て
あ
げ
た
鳩
摩
羅
什
訳

『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
四
の
文
に
は

「
諸
仏
の

五

爾
時
.
十
方
如
二恒
河
沙
等
’諸
仏
、
皆
歓
喜
、
称
名
、
讃
歎
、
作
二希
一三

某
方

某
国
某
菩
薩
摩
詞
薩
、
乗
・於
大
乗
丿
得
二
一
切
種
智
丿
転
二法
輪
　

0

-
『摩
詞
般若
波
羅蜜
経』
巻第
四-
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(ま
た
、
実
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

衆
生
た
ち
に
よ
っ
て
、

か
し
こ
の
仏

国
土
に
向
つ
て
、
〔生
れ
た
い
と
い
う
〕
願
い

(1
宕
に
r
目
)
が
お
こ
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
六
号

称
名
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
)、

次

に

「
某
世
界
領
域
に
お
け
る
某
菩
薩

・
大
士

は
…
…
」
と
具
体
的
に
あ
る
世
界
と
そ
こ
に
住
す
る
菩
薩
の
名
前
を
あ
げ
て
、
諸
仏

が
ほ
め
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
梵
文
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「諸
仏

の
称

讃
」
は

「
諸
仏
の
称
名
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
悲
華
経
の
願
文
に
、

「諸
仏
の
称
名
」
で
な
く
て
、

「諸
仏
の
称

讃
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
て
も
、
シ
ナ
訳

『
無
量
寿
経
』
に

「諸
仏
…
…
讃
歎
無
量

寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
」
と
あ
り
、
初
期
無
量
寿
経
に

「諸
仏
…
…
説
我
功
徳

・

国
土
之
善
」
ま
た
は

「諸
仏
…
…
歎
我
功
徳

・
国
土
之
善
」
と
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は

具
体
的
に
は
、
名
前

(名
号
、

名
字
)
を
あ
げ
て
称
讃
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「諸
仏

の
称
讃
」
は
、
「諸
仏
の
称
名
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「諸
仏
の
称
讃
」
の
具
体
相
が

「
諸
仏
の
称
名
」
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
阿
弥
陀
経
に
お
い
て
、
文
の
表
面
に
は

「
諸
仏
の
称
名
」
が
見
出
せ
な
く

て
も
、
「諸
仏
の
称
讃
」
の
個
所
に
、
「諸
仏
の
称
名
」
の
思
想
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

六

讃
・‘一歎
我
之
名
字
ご

(『
大
正
蔵
』
三
巻
、

一
八
四
頁
、
中
段
)
と
あ
っ
て
、
「諸
仏

の
称
名
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
〇

一
頁
、
中
段
。

(
6
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
二
八

一
頁
、
中
段
下
段
。

(
7
)

　

『大
正
蔵
』
八
巻
、
二
四
七
頁
、
下
段
。

二

　

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て

(
1
)

既
に
拙
論
で
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
の
観
念
や
解
釈
を
で
き
る
だ
け
離

れ
て
、
シ
ナ
訳

『
阿
弥
陀
経
』
と
梵
文

『
阿
弥
陀
経
』
の
説
意
の
中
心
を
見
て
み
る

と
、
重
要
な
個
所
に
置
か
れ
て
い
る
三
つ
の
文
が
注
意
さ
れ
る
。

阿
弥
陀
経
は
、
い
わ
ゆ
る
正
宗
分
に
入
る
と
、
極
楽
世
界
と
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
、

先
づ
略
讃
し
、
次
に
広
讃
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
、

舎
利
弗
、
衆
生
聞
者
、
応
二当
発
r
願
、
願
r
生
二
彼
国
　

0

-
『阿弥
陀
経』-

(
1
)

　

梵
文

『無
量
寿
経
』
に
お
け
る
称
名
思
想
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「梵
文

『無

量
寿
経
』
に
お
け
る
諸
仏
と
衆
生
の
呼
応
-
特
に
称
名
と
聞
名
に
関
し
て
I
」
(上
)

参
照
。

(
2
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
二
六
八
頁
、
上
段
。

(
3
)

　

『
大
正
蔵
』
十
二
巻
、
二
七
二
頁
、
中
段
。

(
4
)

　

『大
正
蔵
』
三
巻
、
二
五
〇
頁
、

上
段
。

た
だ
し
、
曇
無
誠
訳

『悲
華
経
』
巻
第
三

の
相
応
願
文
で
は
、

「願
我
成
二阿
粉
多
羅
三
農
三
菩
提
一已
、
令
四十
方
諸
仏
称
=揚

註
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釈
迦
や
諸
仏
の
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
で
あ

っ
て
、

一
例
を
上
げ
て
み
る
と
、

と
い
う

「諸
仏
の
称
讃
」
で
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
無
量
寿
経
で
は
既
に
本
稿
の
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
要
約

的
に
あ
ら
わ
せ
ば
、

と
訳
さ
れ
て
い
る

「
ほ
め
て
説
く
」
意
の
語
は
、
梵
文

『
阿
弥
陀
経
』
で
は
梵
文

　　

と
あ
る
。
こ
れ
を
、
要
約
的
に
あ
ら
わ
せ
ば
、

『
無
量
寿
経
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る

p
ari　y
k
irt
(ほ
め
る
、

ほ
め
て
説
く
)
を

語
根
と
す
る
語
に
よ
っ
て
す
べ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
語
も
釈
迦
か
諸
仏

　　　

釈
迦

・
諸
仏
は
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
称
讃
す
る
。

で
あ
る
。
た
だ
し
、
阿
弥
陀
経
で
は
、
そ
の
目
的
語
が
阿
弥
陀
仏

(ま
た
は
極
楽
)。

て
説
く

(称
讃
す
る
、
讃
歎
す
る
)
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
に
、
阿
弥
陀
経
が
終
始
極
楽
を
称
讃
す
る
意
が
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
極
楽
を
称
讃
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
に
発
表
し
た
拙
論
で

言
及
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
シ
ナ
訳

『
阿
弥
陀
経
』
で
「
讃
歎
」
、
「
称
讃
」、
「称
説
」

思
議
功
徳
丿
而
作
=希
一肌

H
宋
、
元
、
明
の
三
本
で
は

「説
」
が

「讃
」
と
な
っ
て
い
る
。

-
『阿弥
陀
経』-

舎
利
弗
、
如
三我
今
者
称
‘・讃
諸
仏
不
可
思
議
功
徳
7
S
諸
仏
等
亦
称
‘乱
我
不
可

阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

と
い
う

「諸
仏
の
称
名
」
が
見
出
さ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
先
の
拙
論
で
は
、
無
量
寿
経
に
対
し
、
阿
弥
陀
経
の
場
合
に
は
、

称
讃
の
対
象
が
も
っ
ぱ
ら
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
に
限
ら
れ
て
い
て
、
釈
迦

・
諸
仏
が
阿

弥
陀
仏
の
名
号
を
称
讃
す
る
と
い
う

「
諸
仏
の
称
名
」
の
思
想
は
見
出
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
「諸
仏
の
称
讃
」
は
「諸

仏
の
称
名
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
経

に
お
け
る

「諸
仏
の
称
名
」
の
思
想
も
見
え
て
く
る
。
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(
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

あ
た
か
も
、

わ
た
く
し
が
今
、
か
れ
ら
諸
仏

・
世
尊

た
ち
の
不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
こ
の
よ
う
に
称
讃
し
て
い
る

(p
arl 

k
irtay
a
m
i)
よ
う
に
、

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
そ
の
よ
う
に
、
ま
さ
に
、
か
れ
ら

諸
仏

・
世
尊
た
ち
も
ま
た
、
わ
た
く
し
の
不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
次

の
よ
う
に
称
讃
し
て
い
る

rp
arik
irtay
an
tiy
9

諸
仏
は
、
か
の
世
尊
ア
ミ
タ
ー
バ
如
来
の
名
号
を
称
讃
す
る
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こ
こ
で
は
、
比
丘
サ
ソ
ガ
に
囲
僥
さ
れ
、
菩
薩
ガ
ナ
に
仕
え
ら
れ
た
説
法
の
会
座

に
お
い
て
、
諸
仏

・
世
尊
た
ち
が
、
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
つ
つ
住
し
、
般
若
波
羅
蜜

に
住
す
る
こ
と
の
功
徳
を
具
足
し
て
い
る
菩
薩

・
大
士
の
名
前

・
氏
姓
な
ど
を
称
讃

し
つ
つ
、
法
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に

し
て

「
諸
仏
の
称
名
」
、
「
諸
仏
の
称
讃
」
は
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
特
に
こ
の
文
中
の

「
比
丘
サ
ン
ガ
に
囲
続
さ
れ
、
菩
薩
ガ
ナ
に
仕
え
ら

れ
た
諸
仏

・
世
尊
た
ち
」
に
相
応
す
る
シ
ナ
訳

『道
行
般
若
経
』
の
個
所
、

そ
れ
が
、
阿
弥
陀
経
を
は
じ
め
経
典
0
形
式
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
序
分
で
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
小
品
系
般
若
経
の
う
ち
の
、
梵
文

『
八
千
頌
般
若

経
』
で
は
、
序
分
以
外
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て

み
よ
う
。

姓
と
力
と
色
と
形
と
を
称
讃
し
つ
つ

(h
im
a

　

c
a

　

g
o
t
r
a
i
p

　

c
a

　

b
a
la
m

　

c
a

　

vargam

c
a
　

riip
a
m

　

ca

　

p
a
r
ik
ir
ta
y
a
m
a
n
a
4
a
p
a　
)
、
法
を
説
き
、
そ
の
菩
薩

・
大
士
に
つ

い
て
感
興
の
言
葉
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
)

(そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
ス
プ
ー
テ
ィ
よ
、

と
い
う
の
は
、

菩
薩

・
大
士
が

　　

と
、
既
に
本
稿
で
も
取
り
出
し
た

『
大
阿
弥
陀
経
』
第
四
願
の
文
の
な
か
の
、

か
の
般
若
波
羅
蜜
の
住
所
に
住
し
て
い
る
と
き
、
無
量

・
無
数
の
世
界
に
お
い
て

在
り
、
と
ど
ま
り
、
時
を
過
ご
し
て
い
る
諸
仏

・
世
尊
た
ち
、
比
丘
サ
ソ
ガ
に
囲

　　　

皆
令
7
諸
仏
各
於
二
比
丘
僧
大
坐
中
‘説
中
我
功
徳

・
国
土
之
善
″

続
さ
れ
、
菩
薩
ガ
ナ
に
仕
え
ら
れ
た
諸
仏

・
世
尊
た
ち
は
『b
u
d
d
h
a

　

b
h
a
g
a
v
a
n
to
y

　　　

　

r阿
弥
陀
三耶
三仏薩
楼
仏檀
過度
人道
経』
巻艮
-

般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
つ
つ
住
し
、
い
わ
ゆ
る
般
若
波
羅
蜜
に
住
す
る
こ
と
の
功
徳

と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
功
徳
を
具
足
し
て
い
る
、
そ
の
菩
薩

・
大
士
の
名
前
と
氏

　　　

お
よ
び
、
『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
第
十
七
願
の
文
の
な
か
の
。

阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

一

諸
仏
各
各
於
}一其
刹
四
部
弟
子
中
丿
説
‘一是
菩
薩
功
徳
丿
各
各
讃
歎
善
y
之
。

-
『道
行
般
若
経』
巻
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八-
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諸
仏
各
於
二弟
子
衆
中
’歎
二我
功
徳

・
国
土
之
誼
品

-
『無
量清浄
平等
覚
経』
巻第
一-

の
個
所
が
、
非
常
に
似
た
文
で
あ
る
ご
と
に
着
目
し
て
、

「諸
仏
の
称
名
」
、

「諸
仏

の
称
讃
」
が
大
衆
集
う
説
法
の
会
座
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
他

の
拙
論
で
述
べ
て
お
い
た
。

一
二

(
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

こ
れ
を
い
か
に
考
え
る
か
。

い
か
な
る
理
由
で
、
か

の
如
来
は
ア
ミ
タ
ー
ユ
ス

(無
量
寿
)
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
実
に
、

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
か
の
如
来
と
、
か
の
人
々
の
寿
命
の
量
は
無
量
で
あ
る
。

こ
の

〔
よ
う
な
〕
理
由
で
、
か
の
如
来
は
ア
ミ
タ
ー
ユ
ス
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
か
の
如
来
が
無
上
な
る
正
等
覚
を
さ
と
ら
れ

て
よ
り
、
十
劫
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
こ
れ
を
い
か
に
考
え
る
か
。
い
か
な
る
理
由
で
、
か
の

如
来
は
ア
ミ
タ
ー
。(

(無
量
光
)
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
実
に
、
シ
ャ

ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
か
の
如
来
の
光
明
は
、
す
べ
て
の
仏
国
土
に
お
い
て
、
障
碍
さ

れ
な
い
。
こ
の

〔
よ
う
な
〕
理
由
で
、
か
の
如
来
は
ア
ミ
タ
ー
バ
と
名
づ
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
六
号

さ
て
、
阿
弥
陀
経
は
略
讃
に
続
い
て
広
讃
に
入
り
、
先
づ
極
楽
国
土

(依
報
)
の

荘
厳
を
詳
し
く
ほ
め
て
説
き
、
次
に
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
国
土
の
人
々

(正
報
)
の
こ

と
を
説
く
。

こ
の
個
所
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
義
釈
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
見
方

を
換
え
て
い
え
ば
阿
弥
陀
仏
が
無
量
寿

・
無
量
光

(
シ
ナ
訳
で
は
光
明
無
量

・
寿
命

舎
利
弗
、
於
二
汝
意
‘云
何
。
彼
仏
何
故
号
‘一阿
弥
陀
　0
舎
利
弗
、
彼
仏
光
明
無
量
、

照
二
十
方
国
丿
無
r
所
二
障
膜
　0
是
故
号
為
‘一阿
弥
陀
　0
又
舎
利
弗
、
彼
仏
寿
命
及
其

人
民
無
量

・
無
辺

・
阿
僧
祇
劫
。
故
名
二阿
弥
陀
　0
舎
利
弗
、

阿
弥
陀
仏
成
仏
已

来
於
レ
今
十
劫
。

-
『阿弥
陀
経』-
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(
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、

善
男
子
や
善
女
人
で
、

仏
陀
に
南
無
し
た
て
ま
っ
る
と
称

え
る
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
す
べ
て
ま
た
次
第
に
苦
の
終
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。)

と
あ
る
文
が
、
シ
ナ
訳

・
大
品
系
般
若
経
で
は
す
べ
て

「
衆
生
の
称
名
」
の
口
業
で

訳
さ
れ
て
い
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、

一
四

と
、
「思
念
す
る

(ヨ
§
l
r
「可
医
」」
と
い
う
意
業
で
あ
ら
わ
し
て
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
の

『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
の
チ
ペ
″
卜
訳
の
個
所
に
は
、

同
朋
学
園
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研
究
所
紀
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六
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(だ
れ
で
も
、
(
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
善
男
子
た
ち
や
善
女
人
た
ち
で
、
仏
陀
に

南
無
す
る
と
こ
ろ
の
者
た
ち
は
、
す
べ
て
)
次
第
に
苦
の
終
り
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
)

と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
真
野
博
士
が
紹
介
し
て
い
ら
れ
る

『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
の
、
こ

の
個
所
の
梵
文
で
は
、
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(
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
だ
れ
で
も
、

善
男
子
や
善
女
人
で
、

諸
仏
に
南
無
す
る
と

思
念
す
る

(m
an
asik
arigy
atij

 

4
の
は
、
苦
の
終
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。)

と
、
「称
え
る
な
ら
ば
」
と
い
う
よ
う
に
、
口
業
で
訳
し
て
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
用
例
を
通
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
「
南
無
す
る
」
と
は
、
身

・
口
・

意
の
三
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
が
身

業
で
表
現
さ
れ
た
り
、
あ
る
場
合
に
は
、
口
業
で
、
あ
る
場
合
に
は
、
意
業
で
表
現

さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
「執
持
名
号
」
の
場
合
も
、
「
衆
生
の
称
名
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と

も
、
あ
る
い
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
以
上
で
は
極
楽
の
依
報
と
正
報
を
詳
し
く
称
讃
し
て
、
極
楽
国
土
に
向

っ

て
の
願
生
心
を
衆
生
に
発
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
経
は
次
に
釈
迦
が
称
讃

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
六
方
の
諸
仏
も
、
こ
の
法
門
を
信
受
せ
よ
と
勧
め
る
、
い
わ

ゆ
る
六
方
段
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
釈
迦
が
六
方
の
諸
仏
の
名
前
を

一
つ

若
有
レ
人
、

一
称
二南
無
仏
丿
乃
至
に
畢
レ
苦
、
其
福
不
y
尽
。

(
12
)

-
『摩
詞般
若
波
羅蜜
経』
巻第
二十
】-



舎
利
弗
、
如
三
我
今
者
讃
二歎
阿
弥
陀
仏
不
可
思
議
功
乱
一
東
方
亦
有
二阿
閣
稗
仏

・

須
弥
相
仏

・
大
須
弥
仏

・
須
弥
光
仏

・
妙
音
仏
丿
如
r
是
等
恒
河
沙
数
諸
仏
、
各

於
二其
国
丿
出
二広
長
舌
相
ご
遍
賢
一三
千
大
千
世
界
丿
説
二誠
巾
含
低
汝
等
衆
生
、

当
レ
信
=
是
称
讃
不
可
思
議
功
徳

・
一
切
諸
仏
所
護
念
経
べ

H
宋
、
元
、
明
の
三
本
に
は

「功
徳
之
利
」
と
あ
る
。

(
14
)

1
『阿
弥
陀
経
』-

一
つ
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
釈
迦
に
よ
る
諸
仏
の
名
前
を
あ
げ
て
の
称
名
、

『
釈
迦

　　　

諸
仏
の
摂
受
』
と
い
う
法
門
を
信
受
せ
よ
。」
【と
】
。)

の
称
名
」
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

こ
の
六
方
段
の
諸
仏
の
名
前
が
、
仏
名
経
類
に
同
じ
よ
う
な
順
序
で
見
出
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
経
と
仏
名
経
類
の
成
立
の
前
後
問
題
は
別
に
し
て
も
、
こ

れ
も
ま
た
興
味
あ
る
問
題
で
む
匹
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
阿
弥
陀
経
で
は
釈
迦
が
諸

仏
の
名
前
を
あ
げ
て
称
讃
し
て
い
る

「
釈
迦
の
称
名
」
で
あ
る
も
の
が
、
仏
名
経
類

で
は

「
南
無
…
…
仏
」
と
衆
生
が
懺
悔
滅
罪
の
た
め
に
仏
名
を
称
え
る

「
衆
生
の
称

名
」
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
釈
迦
に
よ
っ
て
名
前
が
あ
げ
ら
れ
、
称
讃
さ
れ
た
六
方
に
お
け
る
諸
仏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仏
国
土
で
、

こ
の
阿
弥
陀
経
を

「
『
不
可
思
議
な
も
ろ
も
ろ
の
功

徳
の
称
讃

・
一
切
諸
仏
の
摂
受
』

と
い
う
法
門

(「称
讃
不
可
思
議
功
徳

・
一
切
諸

仏
所
護
念
経
」
)

　

と
呼
ん
で
、

衆
生
に
信
受
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
も
、
次
に

取
り
あ
げ
る
梵
文
に
、

「
こ
の
法
門
の
名
前
を
聞
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、

阿
弥
陀
経

と
い
う
経
典
を
諸
仏
が
称
讃
し
て
い
る

「
諸
仏
の
称
名
」
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
さ
て
。
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(
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

あ
た
か
も
、

わ
た
く
し
が
今
、
か
の

〔極
楽
〕
を
称

讃
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
東
方
に
は
。
ア
ク

シ
ョ
ー
ピ
ヤ
と
い
う
如
来

・
メ
ー
ル
ド
ヴ
ァ
ジ
ャ
と
い
う
如
来

・
マ
(
I
メ
ー
ル

と
い
う
如
来

・
メ
ー
ル
プ
ラ
バ
ー
サ
と
い
う
如
来

・
マ
ン
ジ

ュ
ド
ヴ
ァ
ジ
ャ
と
い

う
如
来
が
お
ら
れ
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
東
方
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

〔如
来

た
ち
を
〕
上
首
と
す
る
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂

〔
の
数
〕
に
等
し
い
〔
ほ
ど
数
多
く
の
〕

諸
仏

・
世
尊
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仏
国
土
を
舌
根
を
も
っ
て
あ
ま
ね
く
覆

っ
て
、
〔次
の
よ
う
に
〕
言
明
し
て
い
ら
れ
る
。

「あ
な
た
た
ち
は
、

こ
の

『
不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
の
称
讃

・
一
切

阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想
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『阿弥
陀経』-

一

r .
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要
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六
方
段
が
終
わ
る
と
、
続
い
て
次
の
よ
う
な
個
所
が
あ
る
。
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5
)

(
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

こ
れ
を
い
か
に
考
え
る
か
。

い
か
な
る
理
由
で
、
こ

の
法
門
は

″
一
切
諸
仏
の
摂
受
″
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ

よ
、
お
よ
そ
い
か
な
る
善
男
子
た
ち
や
善
女
人
た
ち
で
あ

っ
て
も
、
こ
の
法
門
の

名
前
を
聞
き
、
ま
た
こ
れ
ら
の
諸
仏

・
世
尊
た
ち
の
名
前
を
持
つ
で
あ
ろ
う
な
ら

ば
、
か
れ
ら
は
す
べ
て
、
諸
仏
に
よ
っ
て
摂
受
せ
ら
れ
た
者
た
ち
と
な
り
、
ま
た

無
上
な
る
正
等
覚
に
向

っ
て
退
転
し
な
い
者
だ
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。)

舎
利
弗
、
於
二汝
意
・云
何
。
何
故
名
為
二

切
諸
仏
所
護
念
経
　0
舎
利
弗
、
若
有
=

善
男
子

・
善
女
人
丿
聞
‘一是
乱
丿
受
持
者
及
聞
二諸
仏
名
‘者
、
是
諸
善
男
子

・
善

女
人
、
皆
為
二

切
諸
仏
J

　

ル
所
‘一護
念
{
皆
得
レ
不
レ
退
‘一転
於
阿
糾
多
羅
三
貌
三

菩
提
　

0H
「経
受
持
者
及
聞
諸
仏
」
の
個
所
は
、
流
布
本
で
は

「諸
仏
所
説
名
及
経
」
と
あ
る
。

口
宋
、
元
、
明
の
三
本
で
は

「共
」
は

「之
」
と
あ
る
。
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(ま
た
、
実
に
、
か
し
こ
の
仏
国
土
に
お
い
て
無
上
な
る
正
等
覚
を
さ
と
っ
た
、

か
の
如
来

・
応
供

・
正
等
覚
者
に
つ
い
て
、
十
方
世
界
の
諸
仏

・
世
尊
た
ち
す
べ

て
が
讃
歎
を
説
い
て
い
る

O
arg
am

 

b
h
4
an
tej
。

実
に
、

ま
た
、

〔十
方
世
界

こ
こ
で
は
、
六
方
の
諸
仏
が
信
受
す
る
こ
と
を
ほ
め
勧
め
る
こ
の
法
門
す
な
わ
ち

阿
弥
陀
経
の
名
前
を
聞
き
、
ま
た
そ
の
六
方
の
諸
仏
の
名
前
を
持
つ
者
た
ち
は
、
す

べ
て
無
上
な
る
正
等
覚
に
向

っ
て
の
不
退
転
者
た
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
「衆
生

の
聞
名
」
に
よ
る

「
聞
名
不
退
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
六
方
の
諸
仏
の
名
前
を

持
つ
と
い
う
こ
と
も
、
諸
仏
の
名
前
を
聞
い
て
持
つ
に
至
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

に
は
、
「諸
仏
の
称
名
」
、
「衆
生
の
聞
名
」
、

「
聞
名
不
退
」
と
い
う
、

無
量
寿
経
と

同
じ
よ
う
な
順
序
で
、
「
諸
仏
の
称
名
」
の
思
想
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
展
開
の
仕
方
は
、
大
品
系
般
若
経
に
も
、
次
の
よ
う
に
簡
潔
な
表
現

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。



是
菩
薩
得
二
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
‘時
、

十
方
国
土
中
諸
仏
讃
歎
。

衆
生
聞
二
是

仏
名
丿
必
至
二
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
　

0

-
『摩詞般若波
羅蜜経』
巻第
二十
六-

の
諸
仏

・
世
尊
た
ち
す
べ
て
が
讃
歎
を
説
い
て
い
る
〕
か
の
如
来
の
名
号
を
聞
く

(n
a
m
a
d
h
e
y
a
m

　

irogyan
tij
す
べ
て
の
者
た
ち
は
、

無
上
な
る
正
等
覚
に
向

っ

て
決
定
し
た
者
た
ち

(ロー
{1　}
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
)
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)

(
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

あ
た
か
も
、

わ
た
く
し
が
今
か
れ
ら
諸
仏

・
世
尊
た

ち
の
不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
こ
の
よ
う
に
称
讃
し
て
い
る
よ
う
に
、

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
そ
の
よ
う
に
、
ま
さ
に
、
か
れ
ら
諸
仏

・
世
尊
た
ち
も
、

ま
た
わ
た
く
し
の
不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
次
の
よ
う
に
称
讃
し
て
い

る
。「

世
尊

・
釈
迦
牟
尼

・
釈
迦
族
の
大
王
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
な
し
が
た
い
こ

と
が
な
さ
れ
た
。

娑
婆
世
界
に
お
い
て
、

無
上
な
る
正
等
覚
を
さ
と
っ
て
、

劫

濁

・
衆
生
濁

・
見
濁

・
命
濁

・
煩
悩
濁
の
中
に
お
い
て
、

一
切
世
間
難
信
の
法
が

説
か
れ
た
。
」
〔
と
。
〕)

な
お
、
こ
の
大
品
系
般
若
経
の
個
所
で
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
第
四
願
、
『
無
量
清

浄
平
等
覚
経
』
第
十
七
願
、
シ
ナ
訳

『
無
量
寿
経
』
第
十
七

・
十
八
願
成
就
文
の
個

所
と
同
じ
く
、

「諸
仏
の
称
讃
」
で
す
べ
て
あ
ら
わ
し
て
あ
る
が
、

そ
れ
を
聞
く
者

た
ち
、
す
な
わ
ち
衆
生

〔
た
ち
〕
は

「
名
前

(名
号
、
名
字
)
を
聞
く
」
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、

「諸
仏
の
称
讃
」
は
、

具
体
的
に
は

「諸
仏
の
称
名
」

で
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
衆
生
の
聞
名
」
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
阿
弥
陀
経
は
、
正
宗
分
の
最
後
、
い
わ
ゆ
る
流
通
分
の
直
前
に
至
る
と
、

と
あ
る
。

「
わ
た
く
し
、
(す
な
わ
ち
釈
迦
)
が
今
、

か
れ
ら
諸
仏

・
世
尊
た
ち
の

不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
こ
の
よ
う
に
称
讃
し
て
い
る
」
と
は
、
六
方
段

一
七
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d
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阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想

舎
利
弗
、

如
三
我
今
者
称
二讃
諸
仏
不
可
思
議
功
徳
丿
彼
諸
仏
等
亦
称
二匹
我
不
可

思
議
功
徳
丿
而
作
二希
一放

釈
迦
牟
尼
仏
能
五
r
甚
難
希
有
之
事
丿
能
於
‘一娑
婆
国

土
五
濁
悪
世
、

劫
濁

・
見
濁

・
煩
悩
濁

・
衆
生
濁

・
命
濁
中
丿
得
二
阿
桁
多
羅
三

貌
三
菩
提
丿
為
‘・諸
衆
生
丿
説
二
是

一
切
世
間
難
信
之
法
　

0

H
宋
、
元
、
明
の
三
本
で
は

「称
説
」
が

「称
讃
」
と
な
っ
て
い
る
。

(
18
)

-
『阿
弥
陀
経』-



(
1
)

　

拙
論

「『
阿
弥
陀
経
』
読
解

(下
)」
(『
同
朋
仏
教
』
第
十
二
号
所
収
)
参
照
。

(
2
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
四
八
頁
、
上
段
。
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宗
~
旨
)

(長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、

こ
の
よ
う
に
大

い
な
る
鎧
を
ま
と

っ
た
菩
薩

・

大
士
に
つ
い
て
.
十
方
に
お
け
る
諸
仏

・
世
尊
た
ち
は
感
興
の
言
葉
を
発
し

(
b
u
d
d
h
ii

 

b
h
a
g
a
v
a
n
t
a

 

u
d
a
n
a
m

 

u
dan
an
ayan
ti)、

讃
歎
を
述
べ

 

Iv
a
rila
m

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
四
六
頁
、
下
段
。

拙
論
「梵文
『無
量寿経』
におけ
る諸仏
と衆生
の呼応-
特
に称名と聞名

に
関
し
て
I
(下
)」
(『
同
朋
仏
教
』
第
八
号
所
収
)
参
照
。

『大
正
蔵
』
八
巻
、
四
六
七
頁
、
中
-
下
段
。

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
〇

一
頁
、
中
段
。

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
二
八

一
頁
、
中
段
。

拙
論

「般
若
経
に
お
け
る
称
名
思
想
-
「諸
仏
の
称
名
」
に
つ
い
て
I
」
(名
古
屋
大

学
印
度
学
仏
教
学
研
究
会

ra
xxIM
ag
J
第
六
号
所
収
)。 一

八

菩
薩

・
大
士
に
つ
い
て
の

【称
讃
の
】
声
を

〔衆
生
た
ち
に
〕
聞
か
せ

G
ab
da
m

anu4ravayantiy

〔称
讃
の
〕
音
声
を
上
げ
る

(俘
o1
日
乱
ぽ
j
l
)。
「某
世

界
領
域
に
お
け
る
菩
薩

・
大
士
は
大
い
な
る
鎧
を
ま
と

っ
た
者
で
あ
り
、
そ
し
て

衆
生
た
ち
を
成
熟
さ
せ
、
仏
国
士
を
浄
め
て
い
る
。
」
と
。
)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
六
号

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
釈
迦
が
六
方
の
諸
仏
の
名
前
を

一
つ
一
つ
あ
げ
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
名
前
に
よ

っ
て
、
六
方
の
諸
仏
の
、
不
可
思
議
な
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を

称
讃
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
次
に
、

「
か
れ
ら
諸
仏

・
世
尊
た
ち
も
、

ま
た
わ
た
く
し
の
不
可
思
議
な
、

も
ろ
も
ろ
の
功

徳
を
次
の
よ
う
に
称
讃
し
て
い
る
」
と
あ

っ
て
、

釈
迦
牟
尼
の
名
前
を
あ
げ
て
、

釈
迦
牟
尼
を
称
讃
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「諸
仏
の
称
讃
」
は
、
「
諸
仏
の
称

名
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
お
い
て
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
こ
の
個
所
と
同
じ
よ
う
な

「
諸
仏
の
称
名
」
の
用
例
を
、
も
う

一
つ
大
品

系
般
若
経
か
ら
紹
介
し
て
お
こ
う
。

是
大
誓
荘
厳
菩
薩
、
十
方
諸
仏
歓
喜
、
於
二大
衆
中
ご

菩
薩
摩
詞
薩
、
大
誓
荘
厳
、
成
二就
衆
生
丿浄
二仏
国
土
　

0

(
19
)

1
『摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経』
巻
第
四―

註

(
3
)

(
4
)

八

8
W

(
9
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
四
七
頁
、
上
段
。

(
10
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
。
三
四
七
頁
、
中
段
。

(
11
)

　

拙
論

「般
若
経
に
お
け
る
称
名
思
想
-
「衆
生
の
称
名
に
つ
い
て
I
」
(『
同
朋
仏
教
』

第
十
八
号
所
収
)。

乱
ぽ
I
I
)、
名
号
を
称
讃
し
つ
つ
(nam
adheyam

　

p
a
rik
irtty
a
m
a
n
a
s)
、

か

の

　　　

(12
)

『大
正
蔵
』
八
巻
、
三
七
五
頁
、
上
段
。

心

5
心

八

6
W

心

7
W



号
」
の
文
に
よ
っ
て

「
衆
生
の
称
名
」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

阿
弥
陀
経
そ
の
も
の
は
圧
倒
的
に
以
上
の
よ
う
な

「
諸
仏
の
称
名
」
で
貫
ぬ
か
れ
て

い
る
経
典
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

(
13
)

　

真
野
竜
海

「浄
士
教
経
典
の
文
献
学
的
研
究
―
阿
弥
陀
、
称
名
に
つ
い
て
1
」
(『仏

教
文
化
研
究
』
第
二
十

一
号
、
九
頁
、
下
段
)。

(
14
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
四
七
頁
、
中
段
。

(
15
)

　

藤
田
宏
達

『原
始
浄
士
思
想
0
研
究
』
二
一
六
-
ニ
ー
九
頁
参
照
。

(
16
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
四
八
頁
、
上
段
。

(
17
)

　

『大
正
蔵
』
八
巻
、
四
〇
九
頁
、
上
段
。

(
18
)

　

『大
正
蔵
』
十
二
巻
、
三
四
八
頁
、
上
段
。

(19
)

『大
正
蔵
』
八
巻
、
二
四
六
頁
、
中
段
。

お
わ
り
に

一

九

阿
弥
陀
経
は
、
無
量
寿
経
の
ご
と
く

「
諸
仏
が
ア
ミ
タ
ー
バ

(無
量
光
)
如
来
の

名
号
を
称
讃
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
は
、

「諸
仏
の
称
名
」

は
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
な
い
が
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
釈
迦
が
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
国
土
の
名
前

を
あ
げ
て
称
讃
し
、
諸
仏
も
ま
た
釈
迦
の
名
前
と
釈
迦
所
説
の
こ
の
法
門
の
名
前
を

あ
げ
て
称
讃
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
品
系
般
若
経
の
用
例
に
よ
っ
て
も
確
め

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く

「
諸
仏
の
称
名
」
が
見
出
さ
れ
、
阿
弥
陀
経
は

諸
仏
の
称
名
の
思
想
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、

単
な
る

「
諸
仏
の
称
讃
」
「諸
仏
の
称
名
」
な
ら
ば
、

他
の
経
典
に
も

あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
無
量
寿
経
や
大
品
系
般
若
経
に
見
出
さ
れ
る
場
合
と
同
じ
く
、

そ
の

「
諸
仏
の
称
名
」
は

「
衆
生
の
聞
名
」
、
「
聞
名
不
退
」
の
思
想
と

一
つ
に
つ
な

が

っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
阿
弥
陀
経
に
お
け
る

「
諸
仏
の
称
名
」
の
思

想
と
し
て
の
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
、
シ
ナ
訳

『
阿
弥
陀
経
』
の

「
執
持
名

阿
弥
陀
経
に
お
け
る
称
名
思
想


